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今
後
の
Ｉ
Ｔ
課
題
と
挑
戦

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
戦
略

ＩｏＴ時代のデバイス技術を考えるインテリジェントなＩｏＴ実現のためのデータ解析技術

ビッグデータ時代の計算基盤技術ＩｏＴ時代を切り拓くノーマリーオフ技術 ＩｏＴ時代を切り拓く
での出口戦略

ＮＥＤＯのＩｏＴ戦略と最新技術開発動向 第
１
回
新
産
業
技
術
促
進
検
討
会

　モノづくり日本会議（事務局 日刊工業新聞社）
は９月３日、東京都千代田区のホテルグランドパレ
スで第１回新産業技術促進検討会「ＮＥＤＯのＩｏ
Ｔ戦略と最新技術開発動向」を開いた。センサーネ
ットワークやモバイル端末の普及、通信コストの劇
的な低下などを契機に、多様で膨大なデータが生成
・流通するＩｏＴ（ 　 　 モノのイ
ンターネット）の世界が広がりはじめている。本検
討会では、技術ロードマップを中心とした新エネル
ギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）のＩｏＴ
戦略に向けた取り組みと最新トピックスを紹介・解
説し、ＩｏＴとＩｏＴの根幹技術となるＣＰＳ（
　 　 の今後の展開を探った

Ｃ
Ｐ
Ｓ
共
通
基
盤
化
コ
ス
ト
低
減

　
国
内
で
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
の
衰
退
・
悲
観
論
が
あ

る
が
、
全
要
素
生
産
性

Ｔ

Ｆ
Ｐ

分
析
に
よ
っ
て
、
世

界
の
経
済
成
長
力
の
源
泉
は

Ｉ
Ｔ
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
Ｉ
Ｔ
の
生
産
と
活
用
は

日
本
経
済
の
成
長
に
必
須

だ
。

　
実
世
界
を
取
り
巻
い
て
、

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
が
取
り
組
む
デ
ー

タ
の
取
得
・
分
析
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
、
制
御
の
各
技
術

を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
と
、
Ｃ

Ｐ
Ｓ
と
い
う
体
系
で
ま
と
め

ら
れ
る
。
Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ

ｙ
４．

０
の
基
盤
も
Ｃ
Ｐ
Ｓ

で
あ
り
、
「
Ｃ
Ｐ
Ｓ
で
コ
ト

づ
く
り
」
は
有
力
な
成
長
戦

略
と
な
る
。
こ
の
実
現
に
は

業
界
を
挙
げ
た
Ｃ
Ｐ
Ｓ
共
通

基
盤
化
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減

も
欠
か
せ
な
い
。

　
ハ
イ
リ
ス
ク
研
究
、
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
に
よ
る
産
学
・

産
産
協
業
、
標
準
化
・
基
盤

共
通
化
に
よ
る
コ
ス
ト
低

減
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
り
な

ど
、
自
社
資
源
だ
け
で
は
で

き
な
い
課
題
に
挑
戦
す
る
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
が
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
の
機
能
で
あ
る
。

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
型
描
く
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
り
は
産

学
官
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で

の
異
業
種
の
専
門
家
の
総
合

力
を
結
集
す
る
作
業
だ
。
電

子
情
報
分
野
で
は
、ハ
ー
ド

開
発
と
ソ
フ
ト
開
発
の
一
体

的
推
進
を
志
向
し
て
い
る
。

　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し

効
率
的
・
効
果
的
に
研
究
開

発
を
進
め
る
。
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
だ
け
で
な
く
策
定
プ
ロ
セ

ス
で
得
ら
れ
た
情
報
の
蓄
積

や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
活

用
す
る
。

　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
定
期

的
な
更
新
が
必
要
だ
。
電
子

・
情
報
分
野
の
技
術
進
歩
は

非
常
に
速
い
の
で
、
基
本
的

に
は
２
年
に
一
度
程
度
の
頻

度
で
大
き
く
改
訂
す
る
。
今

回
は
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

フ
ォ

ア
キ
ャ
ス
ト
型

の
改
訂
に

加
え
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
型

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
を
行

っ
た
。

　
電
子
・
情
報
分
野
の
フ
ォ

ア
キ
ャ
ス
ト
型
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
２
０
０
５
年
か
ら
策
定

し
て
い
る
。
分
野
は
大
き
く

分
け
て
「
デ
バ
イ
ス
」
と

「
情
報
通
信
」
の
二
つ
で
あ

る
が
、
情
報
通
信
は
機
能
に

よ
り
「
伝
達
・
蓄
積
」
と

「
情
報
処
理
・
制
御
」
に
分

割
し
、
計
３
分
野
と
し
て
い

る
。
次
回
は
特
許
・
論
文
の

数
や
被
引
用
件
数
な
ど
に
基

づ
い
た
評
価
情
報
を
追
記

し
、
当
該
技
術
の
隆
盛
を
可

視
化
す
る
こ
と
も
含
め
て
改

訂
す
る
予
定
だ
。

　
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
型
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
想
定
す
る
社
会

像
の
実
現
に
必
要
な
技
術
を

見
定
め
て
、
現
在
か
ら
取
り

組
む
べ
き
技
術
を
マ
ッ
ピ
ン

グ
し
た
も
の
で
あ
る
。
政
府

方
針
で
示
さ
れ
て
い
る
社
会

課
題
を
、
ク
リ
ー
ン
で
経
済

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
、
健
康
長
寿
社
会
の
実
現

な
ど
６
分
野
に
整
理
し
、
電

子
・
情
報
技
術
が
課
題
解
決

の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
る

の
テ
ー
マ
を
抽
出
し
た
。

　
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
型
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
策
定
委
員
会
で

は
、

の
テ
ー
マ
の
共
通
基

盤
と
な
る
技
術
、
中
で
も
世

界
に
先
駆
け
て
Ｃ
Ｐ
Ｓ
の
共

通
基
盤
技
術
の
整
備
を
進
め

る
べ
き
と
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
戦
略

と
し
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｓ
の
基
盤
技

術
を
軸
と
し
て
推
進
す
る
。

次
回
は
特
定
の
課
題
３
点
程

度
を
選
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｃ

Ｐ
Ｓ
と
絡
め
た
バ
ッ
ク
キ
ャ

ス
ト
型
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描

く
予
定
だ
。
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス

ト
間
の
重
複
は
協
調
領
域
と

し
て
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
と

フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
ト
の
差
分
は

技
術
課
題
と
し
て
、
取
り
組

む
べ
き
技
術
を
明
確
化
し
て

い
く
。

ユーザーフォーラムで検証

　
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

Ｉ
ｏ
Ｔ

技
術
の
普
及
に

は
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
消
費
電
力
低
減

が
欠
か
せ
な
い
。
そ
れ
に
は

動
作
電
圧
の
低
減
が
最
も
効

果
的
な
手
段
だ
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
か
ら
１

か
ら
の

さ
ら
な
る
電
圧
低
下
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
。

　
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｐ
で
は
、
超
低
電

力
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築

の
た
め
、
超
低
電
圧
で
動
作

す
る
、
新
材
料
を
使
用
し
た

抵
抗
変
化
型
不
揮
発
性
デ
バ

イ
ス

Ｂ
Ｅ
Ｏ
Ｌ
デ
バ
イ

ス

や
新
構
造
の
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
、
配
線
材
料
・
技
術
を

開
発
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
消
費
電
力
が
１
桁
以

上
小
さ
な
Ｌ
Ｓ
Ｉ
が
実
現
で

き
、
Ｉ
Ｔ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
に
グ
リ
ー
ン
化
の
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
。
電
池
１
本
で
長
期
間
動

作
や
環
境
発
電
で
動
作
可
能

な
電
池
レ
ス
Ｌ
Ｓ
Ｉ
実
現
へ

の
道
を
開
き
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
技
術
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
の
新
市

場
創
出
へ
の
貢
献
を
目
指
し

て
い
る
。

　
生
産
ラ
イ
ン
と
産
業
技
術

総
合
研
究
所
の
ス
ー
パ
ー
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
つ
な
げ
た

効
率
的
な
検
証
環
境
を
構
築

し
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
試
作

・
検
証
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
開
拓
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
想
定
さ
れ
る
ユ
ー

ザ
ー
と
応
用
を
探
る
議
論
を

深
め
る
た
め
、
「
超
低
電
力

デ
バ
イ
ス
ユ
ー
ザ
ー
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
立
ち
上
げ
た
。
チ

ッ
プ
と
評
価
概
要
、
ボ
ー

ド
、
サ
ン
プ
ル
を
ユ
ー
ザ
ー

に
提
供
す
る
こ
と
で
、
実
際

に
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
や
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
の
設
計
を
試
行
し
て

も
ら
う
取
り
組
み
で
あ
る
。

高感度加速度センサーで早期診断

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
ホ
ー

エ
ン
・
ヤ
ー
ル
の
重
症
度
区

分
で
最
も
軽
い
１
度
か
ら
５

度
ま
で
５
段
階
に
分
類
さ
れ

る
。
国
内
に
は
３
度
以
上
の

人
が

万
人
、
１
度
く
ら
い

の
軽
症
の
人
が

万
人
程
度

と
言
わ
れ
て
い
る
。
重
症
化

予
防
の
た
め
、
加
速
度
セ
ン

サ
ー
を
活
用
し
た
早
期
診
断

が
有
効
と
い
え
る
。

　
加
速
度
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
も
測
れ
る
が
、
早
期
診

断
に
は
よ
り
高
感
度
の
セ
ン

サ
ー
が
必
要
だ
。
そ
こ
で
Ｃ

Ｍ
Ｏ
Ｓ
チ
ッ
プ
の
上
に
Ｍ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
で
金
を
用
い
た
加
速
度

セ
ン
サ
ー
を
作
っ
た
。
金
を

使
う
こ
と
で
感
度
が
高
く
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ジ
の
広

い
セ
ン
サ
ー
を
つ
く
れ
る
。

現
在
、
ト
ッ
プ
デ
ー
タ
で
０

・

Ｇ
／

周
波
数
の
平

方
根

。
ポ
リ
シ
リ
コ
ン
セ

ン
サ
ー
と
比
べ
て
２
桁
近
い

高
感
度
を
得
ら
れ
た
。

　
ナ
ノ
Ｇ
計
測
が
小
さ
い
チ

ッ
プ
で
可
能
に
な
れ
ば
何
が

で
き
る
か
。

　
映
像
を
４
Ｋ
、
８
Ｋ
に
す

る
と
３
次
元
に
見
え
る
。
音

の
可
聴
域
は

だ
が
１

０
０

の
音
が
脳
に
直
接

刺
激
を
与
え
る
ハ
イ
パ
ー
ソ

ニ
ッ
ク
現
象
と
い
う
も
の
も

あ
る
。
だ
か
ら
性
能
追
求
は

必
要
だ
。
何
が
出
て
く
る
の

か
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
微
小
加
速

度
で
人
の
気
配
も
測
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
性
能
追
求
型

の
研
究
の
意
義
を
再
認
識
し

て
も
よ
い
は
ず
だ
。

　
モ
ノ
を
つ
く
り
た
い
人
が

つ
く
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
一
番
重
要
だ
。
設
計
ツ
ー

ル
や
製
造
環
境
提
供
な
し
に

は
競
争
に
勝
て
な
い
の
だ
。

分散インテリジェンス必要

　
当
社
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
研
究
所
が

共
同
開
発
し
た
Ｊ
ｕ
ｂ
ａ
ｔ

ｕ
ｓ
は
オ
ー
プ
ン
・
ソ
ー
ス

・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

Ｏ
Ｓ

Ｓ

と
し
て
公
開
し
て
い
る

大
規
模
リ
ア
ル
タ
イ
ム
機
械

学
習
基
盤
で
、
分
散
並
列
処

理
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
、
深
い

解
析
が
特
徴
だ
。
古
典
的
な

統
計
手
法
に
比
べ
確
率
分
布

の
仮
定
な
ど
の
制
限
が
少
な

く
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
・
回

帰
、
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
、
レ

コ
メ
ン
ド
・
異
常
検
知
な
ど

に
活
用
で
き
る
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
で
は
膨
大
な

デ
ー
タ
が
生
成
さ
れ
る
。
デ

バ
イ
ス
の
動
作
環
境
は
千
差

万
別
で
、
あ
ら
か
じ
め
全
て

を
複
雑
な
ル
ー
ル
で
記
述
す

る
こ
と
は
困
難
な
の
で
機
械

学
習
が
重
要
に
な
る
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
Ｍ
２
Ｍ
の
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
蓄
積
型

で
は
家
電
や
車
、
機
械
設
備

な
ど
で
デ
ー
タ
収
集
、
可
視

化
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
ア
ラ

ー
ト
な
ど
に
活
用
さ
れ
は
じ

め
た
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
／
オ

ン
ラ
イ
ン
処
理
系
で
は
Ｉ
ｏ

Ｔ
／
Ｍ
２
Ｍ
向
け
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
解
析
基
盤
は
ま
だ
シ

ス
テ
ム
に
は
組
み
込
め
な
い

状
況
だ
が
、
今
後
大
き
く
発

展
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
多
数
の
デ
バ
イ
ス
が
分
散

し
て
い
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、
中
央
集
約

型
の
デ
ー
タ
処
理
は
で
き
な

い
。
分
散
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
が
必
要
と
な
る
。

　
Ｍ
２
Ｍ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
起
源

は

世
紀
末
に
登
場
し
て
い

る
。
一
度
は
成
功
し
な
か
っ

た
コ
ン
セ
プ
ト
も
外
部
環
境

変
化
や
技
術
進
歩
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
っ
て
、
非
連
続
な

価
値
上
昇
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

技術共有・実質的な標準化カギ

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
世
界
は

デ
ー
タ
の
収
集
、
解
析
、
利

活
用
の
大
き
く
三
つ
で
構
成

さ
れ
る
。
肝
心
な
の
は
汎
用

性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
基
盤
を

つ
く
り
、
そ
れ
を
個
々
の
応

用
に
対
し
て
容
易
に
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
で
き
る
こ
と
だ
。
機

器
や
先
端
要
素
技
術
の
応
用

展
開
は
多
岐
に
わ
た
る
。
ク

ラ
ウ
ド
と
の
連
携
で
シ
ス
テ

ム
が
大
規
模
化
し
て
い
く

と
、
組
み
込
み
機
器
で
も
新

し
い
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
技
術
が

必
要
と
な
る
。
こ
の
点
は
日

本
の
強
み
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
実
際
に
デ
ー
タ
を
収
集
す

る
部
分
、
Ｃ
Ｐ
Ｓ
で
い
う
セ

ン
サ
ー
部
分
は
さ
ま
ざ
ま
な

機
器
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く

が
、
デ
ー
タ
蓄
積
・
処
理
側

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
従

来
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
枠

組
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
サ

ー
ビ
ス
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー

と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

仮
想
化
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ベ
ー

ス
経
路
制
御
・
デ
ー
タ
処
理

な
ど
の
検
討
や
、
膨
大
な
デ

ー
タ
を
効
率
よ
く
読
み
解
く

の
に
適
し
た
解
析
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
も
必
要
だ
。

　
大
規
模
デ
ー
タ
の
管
理
運

用
技
術
は
一
見
地
味
だ
が
、

非
常
に
重
要
。
併
せ
て
シ
ス

テ
ム
全
体
の
高
信
頼
性
の
確

保
も
不
可
欠
だ
。
デ
ィ
ペ
ン

ダ
ビ
リ
テ
ィ
ー
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
と
い
っ
た
視
点
で
検

討
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
産
業
的
に
関
心
が
高
い
の

は
開
発
方
法
論
。
い
ち
ば
ん

は
誰
で
も
使
え
る
・
誰
で
も

つ
く
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

同
時
に
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

評
価
に
も
新
た
な
指
標
が
求

め
ら
れ
る
。
技
術
共
有
、
実

質
的
な
標
準
化
が
カ
ギ
だ
。

「感じて」「処理して」「つなぐ」

　
当
社
は
各
社
の
シ
ー
ズ
を

集
結
さ
せ
て
付
加
価
値
の
あ

る
セ
ン
シ
ン
グ
モ
ジ
ュ
ー
ル

を
形
に
し
て
、
最
終
ユ
ー
ザ

ー
を
意
識
し
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
構

築
し
、
新
産
業
・
新
サ
ー
ビ

ス
を
創
出
す
る
つ
な
ぎ
役

だ
。
人
を
つ
な
い
だ
上
で
技

術
を
つ
な
ぎ
、
ビ
ジ
ネ
ス
を

つ
な
ぐ
。
人
・
技
術
・
ビ
ジ

ネ
ス
の
全
て
を
「
感
じ
て
」

「
処
理
し
て
」
「
つ
な
ぐ
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
突
き

詰
め
て
い
る
。

　
社
会
の
現
状
は
、
国
の
組

織
、
大
企
業
、
地
域
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
の
り
し
ろ
を
失
っ

た
分
業
社
会
と
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
当
社
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
か
ら
生
ま
れ
る

課
題
と
真
正
面
に
向
き
合
っ

て
、
大
連
携
・
大
協
業
時
代

に
必
要
な
の
り
し
ろ
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
く
。

　
例
え
ば
通
信
会
社
や
ク
ラ

ウ
ド
事
業
者
は
大
勢
の
顧
客

を
抱
え
て
い
る
。
何
か
セ
ン

サ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
そ
う

だ
と
考
え
て
も
、
具
体
的
な

セ
ン
サ
ー
技
術
は
分
か
ら
な

い
。
一
方
、
先
端
技
術
の
研

究
者
は
出
口
で
あ
る
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
は

持
っ
て
い
な
い
。
新
産
業
創

出
に
は
、
新
技
術
か
ら
の
モ

ノ
づ
く
り
へ
の
要
望
、
最
終

ユ
ー
ザ
ー
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
企
業
の
出
口
を
見
た

目
線
で
の
要
望
な
ど
を
結
び

つ
け
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
機
に
、
課
題
解
決
先

進
国
と
し
て
、
世
界
に
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
新
産
業
・
新
サ

ー
ビ
ス
を
実
現
し
た
い
。
い

く
つ
も
の
出
口
を
発
掘
す
る

の
り
し
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
て
い
く
考
え
だ
。

全体最適で非動作時間を拡大

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
「
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

「
つ
な
が
る
」
こ
と
の
価
値

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
一
方
、
コ
ス
ト
、
電

力
、
信
頼
性
な
ど
克
服
す
る

べ
き
課
題
も
あ
る
。
構
成
要

素
の
数
が
桁
違
い
に
増
大
す

る
た
め
、
電
力
消
費
も
シ
ス

テ
ム
全
体
の
信
頼
性
低
下
も

桁
違
い
に
な
る
。
そ
こ
で
シ

ス
テ
ム
全
体
を
最
適
化
す
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
必

要
と
な
る
。

　
シ
ス
テ
ム
と
し
て
動
作
中

で
あ
っ
て
も
、
真
に
動
作
す

べ
き
構
成
要
素
以
外
の
電
源

を
積
極
的
に
遮
断
す
る
の
が

ノ
ー
マ
リ
ー
オ
フ
だ
。
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ノ
ー

マ
リ
ー
オ
フ
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ン
グ
基
盤
技
術
開
発
で

は
、
電
源
遮
断
し
て
も
記
憶

を
保
持
す
る
不
揮
発
性
メ
モ

リ
ー
と
、
電
源
遮
断
に
よ
る

低
電
力
化
と
い
う
電
源
制
御

と
の
相
乗
効
果
で
低
電
力
化

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
電
源
遮
断
す
る

た
め
、
デ
バ
イ
ス
・
回
路
技

術
で
電
源
制
御
を
細
粒
度
化

し
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
・
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
ー
で
非
動
作
時

間
の
拡
大
を
図
る
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
プ
ロ
で
は
参
加

機
関
が
協
調
し
て
取
り
組
む

汎
用
技
術
の
確
立
と
、
そ
れ

ぞ
れ
が
取
り
組
む
競
争
力
あ

る
応
用
開
発
と
が
密
に
連
携

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
シ
ス
テ
ム
は
ノ
ー
マ
リ
ー

オ
フ
動
作
だ
が
、
利
用
者
や

Ｉ
ｏ
Ｔ
上
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
は
オ
ー
ル
ウ
エ
ー
ズ

オ
ン
と
し
て
見
え
る
。
オ
ー

ル
ウ
エ
ー
ズ
オ
ン
を
実
現
す

る
ノ
ー
マ
リ
ー
オ
フ
は
ヘ
ル

ス
ケ
ア
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

ー
で
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。

ＩｏＴ関連　　　　　最新トピックス

（ ） 　　 ２０１４年 平成２６年 １０月１５日 水曜日 　　


